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DKK1: dickkopf REB S 1 (77 UAYAHIN) . Bl SK, Entrez Protein NP_036374, DKK1 (& dickkopf 772 1)—D A
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	背景
	DKK1：dickkopfホモログ1（アフリカツメガエル）、別名SK。Entrez Protein NP_036374。DKK1はdickkopfファミリーのメンバーです。2つのシステインリッチ領域を持つ分泌タンパク質であり、WNTシグナル伝達経路の阻害を介して胚発生に関与しています。多発性骨髄腫患者では、骨髄血漿および末梢血中のDKK1濃度の上昇が骨溶解性骨病変の存在と関連しています。DKK1は、LRP5/6とWntの相互作用を阻害し、LRP5/6の内在化を促進する膜貫通タンパク質KREMENと三量体複合体を形成することで、標準的なWntシグナル伝達に拮抗します（PubMed:22000856）。 DKKは脊椎動物の発生において重要な役割を果たし、Wntシグナル伝達経路によって制御される前後軸パターン形成、四肢発生、体節形成、眼形成などのプロセスを局所的に阻害します。成体では、DKKは骨形成、骨疾患、がん、アルツハイマー病に関与することが示唆されています（PubMed:17143291）。KREMEN1のアポトーシス誘導機能をWnt非依存的に阻害し、抗アポトーシス活性を有します（類似性による）。
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	HeLa 細胞溶解物中の DKK1 発現のウェスタン ブロット分析。

